
健生北海道 会報 ８４号                     平成３０年４月 5日発行 

- 1 - 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アクティブ・カフェ～セカンドライフを考

える～」に参加し  代表理事  渡邊一栄 

 

 アクティブ・カフェとは：厚生労働省「生涯  

現役促進地域連携事業」を社会福祉法人北海道社

会福祉協議会が受託し事業者となり、全道 4か所

（旭川、室蘭、帯広、紋別）にアクティブシニア

サポートセンターを置き、NPO 法人北海道社会的

事業所支援機構が実施者として、元気高齢者の就

業支援をする事業です。 

  実施者の支援機構様よりご依頼を受け、2

月 22 日・26 日・27 日・28 日の 4日間に渡り、

上記4か所にて「60歳からの生きがいづくり」

の講演をして参りました。 

道社協は、65 歳以上の元気高齢者を「アク

ティブシニア」として事業所と高齢者のマッ

チングで、相互の悩みを解決するチャレンジ

モニターを募集。相談員のサポートで就労体

験に際し、「フレイル予防」と「生きがい就

労・社会参加」の必要性等をお話しさせてい

ただきました。4 地域何れも参加者の就労意

欲は大変高く、社会参加を希望されています。

就労の不安要素はどなたも「健康」で、初め

て知る「フレイル予防」に納得の様子でした。 

旭川市では、「北 net・みらい」のメンバー

の橋本立明さんがご参加下さって、終了後は

高薄美津子さんも加わっていただき、楽しい

ランチをご一緒してくださいました。 

ご存知のように高齢者の 8 割が元気に過ご

していますが、この超高齢社会の日本では、

健康寿命の延伸が重要です。住み慣れた地域

でいつまでも自立した生活を送りながら、自

分のできる事で社会参加していくためにこの

事業を含め、セカンドライフを謳歌できるシ

ニアの「生きがい就労」を応援するシステム

が確立されることを期待します。 

ようやく「フレイル・虚弱」という文字が見

られるようになりました。要介護状態に近づ

かない方法を一人でも多くの皆さんに知って

いただくために「フレイル予防」事業の取り

組みを継続していきます。まずは、「フレイル

勉強会」を定期的に開催予定です。 

何をするにも身体が資本。私達 AD は、アク

ティブシニアづくりの一端を担う仕掛け人と

して社会貢献を目指して健生北海道の活動を

続けてまいりたいと考えております。 

第８４号 

一般社団法人 

健康生きがいづく

りアドバイザー 

北海道協議会 

発行 大橋真樹 

 

健 康・い き が い 



健生北海道 会報 ８４号                     平成３０年４月 5日発行 

2 

 

■新年会の報告        会報部                             

日時：2018 年 1 月 20 日（土） 

会場：ホテルガーデンハウス 

 

 恒例の新年会が開催されました。幹事は、 

「百・一期会（ひゃくいちごかい）」鈴木隆さ

ん他 7 名、司会は崎野さんでした。1 月に逝

去された同期の桑畑博さんへ黙祷をささげて

からの開始でした。参加者２８名でした。 

内容は渡邊代表の挨拶と懇談、余興は健生

玉すだれ３人ユニット(宮岸さん佐藤さん篠

原さん)と、ソロ（外国公演してきた篠原崇子

さんの創作黒田節）の玉すだれが、披露され

ました。釘抜亭トンカチさんの人情落語には

いつも泣かされます。その松田順治さんも入

り、「笑っ・チャオ会」の堀田幸男さん佐藤良

子さんの二人と、岩見沢の松川敦子さん４人

のリーダーによる笑いヨガは圧巻でした。健

生北海道がブームをけん引している感があり

ました。最後は、司会とのじゃんけん大会と

中川副代表の挨拶で、おひらきとなりました。 

 
□会の現況 ２０１８年２月末の構成を

崎野事業部長が調べてくれました。 

 会員合計  １１０会員 

      （ 内 訳 ） 

AÐ 会員９３名 （男４０名 女５３名） 

 平均年齢 67.04 歳 調査数 79 名 

 在会年数 6.9 年  調査数 89 名 

賛助会員１５名 （男５名 女１０名） 

 平均年齢 70.6 歳  調査数 10 名 

法人会員 ２社 西区・北区各１社 

□年齢構成    A D 賛助  計 

４０歳以下     ２  ０   ２ 

 ４０代       ４  ０   ４ 

 ５０代       ９  １  １０ 

 ６０代      ３７  ４  ４１ 

 ７０代      ２３  ４  ２７ 

 ８０代       ４  １   ５ 

 ９０代       ０  ０   ０ 

 不 明      １４  ５  １９ 

  計       ９３ １５ １０８ 

□地域別 〇札幌市内 88 名、中央区１５名、

東区７名、西区１３名、南区９名、北区１０

名、白石区６名、厚別区８名、豊平区９名、

清田区３名、手稲区８名、 

〇他地域 17 名 旭川市３名、岩見沢市３名、

苫小牧２名、函館２名、          

各１名（千歳市・恵庭市・江別市・小樽市・

乙部町・遠軽町・黒松内） 

不明の方：調査票でのご協力お願いします 

■初参加！！     報告者 渡邊代表 

「福祉用具機器展 in さっぽろ 2017」 

日時：平成 29 年 11 月 17 日（金）・18 日（土） 

場所：札幌市社会福祉総合センター 

札幌市社会福祉総合センターの 4F をメイ

ン会場に約 50 社が出展し、入浴・排泄用品、

ベッド、車いす、介護ロボット、見守り・徘

徊センサー等、数多くの福祉用具が展示され

ていて、先端の技術を導入した機器の進歩に

目を見張るばかりでした。 

 健生は、3F の会議室 2室とエレベーターホ

ールを使用させていただき、健康生きがいセ

ミナーコーナーと吹き矢体験コーナー、小物

販売、健食塾相談コーナーなどを行いました。 

南京玉すだれ（宮岸・佐藤・三上さん） 

〇手品（夏堀さん） 

〇笑いヨガ（堀田さん、佐藤さん、前田さん） 

〇歌いましょう（渡邊代表、加藤正次さん） 

〇火を使わない料理（上野顧問） 

〇健康セミナー（堤さん） 

〇吹き矢体験（相坂さん、石川副代表） 

〇小物販売（松浦さん）小物提供（北山さん） 

崎野事業部長他、準備にご尽力いただいた

皆さん、ありがとうございました。 
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     札幌 （１１５期）﨑野 康智 

昨年の１１月なんとなく身体の調子が悪く

感じた、間もなく後期高齢者になる若い頃無

茶をしなかった訳でもないし身体のどこかに

ガタが来てもおかしくないと思いながら病院

の診断を受けた。医師が問診を終えると「直

ぐに入院してください」厳命されそのまま入

院となり、それから１ヶ月間に渡り病院で生

活することになり未知の体験をしました。 

医師には「もう少し遅くなっていれば手の

施しようが無かった」と言われた。 

医師と看護婦による処置と看護を受けた、

治療チームは素晴らしい職業意識のもと最高

の技術と誠意を持った対応をしてくれたと思

います、１２月中旬退院することが出来、現

在はリハビリと体力の回復に努めている。 

入院する前考えたことも無い感情がある、

入院前は余りにも当たり前な事として考えも

しなかった事それは、生きていること、いの

ち についてです、医師からは「手の施しよ

うが無くなる」と宣告され入院して医師達に

よって治療がおこなわれ身体から危険が取り

除かれました。 

私の今の いのち はこの医師達によって

「生かされたいのち」だろうと思います。 

「生かされたいのち」これをこれからの生活

の中でどの様にしていけば良いのか、特別な

事を考えても答えは無し、今までの様に生活

していこうと思う。 

病気と事故に気を付けて、狐と狸に騙されな

いように用心して自分で出来る事は自分で解

決してスローライフを楽しみながら生活して

行こうと思う。 

 

次は函館在住の１４６期 

 松下 泰造さんに、ハイタッチしました。 

 

*～おめでとうございます～* 

相坂様は日本スポーツ吹矢協会札幌はまなす

支部長、指導員、障害者指導員等の資格を 

持ち、北海道スポーツ吹矢の役員を兼任しながら

スポーツ吹矢の普及活動に貢献されて、 この度

一般社団法人日本スポーツ吹矢

協会から「普及活動に多大の貢

献をした」この功労に対して表

彰されました。健生のＡＤ会員

としての活動でもあり皆様にお知らせ致します。

今後のご活躍を期待したいと思います。   

 

      

 

健生のサークル「健食塾」は活動の一環とし

て福祉センターに於いて相談コーナーを開設

しており、主に健康相談、栄養相談、よろず

相談を協議会渡邊代表と「健食塾」の堤秀子

塾長が中心となり活動しました。 

会員の顧問上野正志さん堀田幸男さん松浦清

さん長谷川久子さんが臨時相談員として参加

されました。 

場所:札幌市中央区大通西 19 丁目１－１ 

札幌市社会福祉総合センタ-１Ｆアトリュウﾑ 

期間 H２９・３・９～H３０・３・５(１９回） 

活動内容:健康･栄養相談･よろず相談を開始 

開設回数：19 回 相談来訪者 103 名 

相談内容:健康･栄養･相続･空家･家族関する

事、法律に関する等多岐に渡りました。 

月日 人数 月日 人数 月日 人数 

H293/9 １７ 7/20 ８ 10/19 １ 

3/30 ９ 8/16 ５ 11/7 ６ 

4/25 ４ 8/31 ４ 12/20 ２ 

6/22 ８ 9/14 ４ H301/17 ７ 

6/27 １５ 9/26 ４ 2/6 ５ 

7/6 １ 10/18 １ 3/5 ３ 

Ｈ３０年度は社会福祉協議会からの依頼があ

り 4/3・4/17 開設します。AD 会員の皆さん是

非相談員として参加ください。5 月からの予

定は「広報さっぽろ」掲載・健生ＭＬ等でお

知らせいたします。 

 

―活動目標紹介－ 

*～ハイタッチ*～ 

「生活といのち」 

表彰されました 

吹矢 相坂誠一郎様（３５期） 

平成 29 年度健食塾の相談コーナー 

   活動実績について･･･事業部報告 
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２月２１日、手稲の北口さんが自宅の茶の

間を地域の皆さんのお互いの助け合いの場、

情報提供の場、気軽に話し合える場になるよ

うに月 1 回、開放を始めて今月で 65 回を迎

えたことを知り、訪問インタビューに出かけ

ました。小雪がやみ北口さんの玄関に手作り

木の看板「おちゃのま」が暖かく迎えてくれ

ました（下記写真） 

 

 

お茶の間は１０畳程で大きな窓からの陽射

しで出窓に置かれた鉢の花が咲き、ソファが

コの字に並び皆さんを待っていました。 

次々と「こんにちは！」「おじゃまします」 

と声がして次々と集まってきました。 

「寒いから上がって」「しばらくﾈ元気だっ

た」参加費３００円を払い名札をかけて好き

な場所に座ります。６０代から８０代の女性

が８人集まると温かいお茶がでて、今日は北

口さん手作り手巻き寿司が大皿に盛られ、差

し入れのお漬物がテーブルに並びよもやま話

しで盛り上がりました。 

ランチの後は、「冬に気を付けたい事故・怪

我」に付いて風邪・転倒・入浴事故等を北口

さんが社協等の情報をＡ４に抜粋し皆さんと 

３０分程話し合いました。 

次は脳トレも兼ね「青い山脈」「ふるさと」 

歌詞が処どころ空白になった歌詞版を見なが

ら歌う。なかなかの美声のコーラスでした。 

次は飛び入りで私が「幸福カード」手品を

皆さんと一緒にしました。「え！なぜ！」の声

が飛び交い喜んでいただきました。 

最後は恒例の「トランプのババ抜き」をし

ました。

ポーカー

フエィス

で難を乗

り切る人、

若やいだ

声で笑う

人、隣同

士で肩を

叩きあう顔々幸せなお茶の間のひと時は終わ

りに近づきました。残りのお寿司をお土産に

「又来月ね」「気を付けて」名残り惜しい声を

かけあい、２時間は終わりました。 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

動機：亡くなったご主人と老後はサロンをと

話してた夢の実現 

助成金：何処からも受けてない。会費３００

円 

日 時：毎月第３水曜日午後１時～３時 

場 所：手稲北口家の自宅茶の間 

対 象：どなたでも・申込不要 

内 容：手作りの軽食を提供 

社福たより等を引用し季節に合わせ 

転倒・怪我等安全健康の話・老後の

過ごし方を紹介。 

また月１回「おちゃのまだより」を

安否確認も兼ね、手配りしている。 

 

♡ ♡ 自宅でサロンを考えている方・ 

関心のある方「おちゃのま」の見学歓迎！。 

事前にお電話をお願いいたします。 

北口洋子：携帯電話 090-8909-1144 

住  所：手稲区前田 

 

訪問インタビュー 
        ～会報部佐籐記～ 

  ＝ 
    

 

 ひと口 インタビュー 

［おちゃのま］の決まりごと 

１・相互に親睦をはかりましょう 

１・ちょっとした困り事、悩み事など気軽に相

談して解決の方法を一緒に考えましょう 

１・健康に安全に、楽しくをモットーに体調悪 

 い時は無理しないようにしましょう 
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アウトドア♥ らぶ の報告 

★2/18（土）「ワカサギ釣りイン新篠津」 

に参加して       高田 正吉 

10 人 

寒い氷の上で厚い上着に身を包み、ジーと

竿先を見ている。オオー！引き上げた先の４

つの針全てに銀鱗がついている。このような

期待でいっぱいにして向かいました。その日

は久しぶりに暖かく、穏やかな日和でした。 

ワカサギ釣りは、ビニールハウス内で、暖

房機があり椅子付きで 4～6 名が並んで釣り

を楽しむ好条件。ルンルン気分で釣りに入っ

たが、なかなか引き、あたりがない。時が過

ぎ、周りから「さっぱり引かない」とのボヤ

キが出始めたころ、向かいの釣り人に待望の

成果があった。私は餌を替え釣り深さを変え、

漸く 2尾の成果であった。 

隣りのハウスも思わしくなさそうで、歌声

喫茶の如く合唱していた。総成果は両ハウス

とも 5・6尾です。釣れたワカサギを高価な天

ぷらにするのは諦め、池に戻すことに。その

時ワカサギは「ニッ」としたように見えた。

昼ごろまでの釣り時間はいつの間にか過ぎ、

温泉を十分に楽しみ帰路についた。沢山の成 

果を夢見たワカサギ釣りであったが、何か

清々しい満足の一日でした。 

★1/６土曜 恒例 神宮と円山動物園  

4 人 

★3/11 日曜 三角山 3･11 追悼登山 

 高田・大橋 2人の追悼登山でした。 

 

 

         ４３期 佐藤 よし子 

 私は創立１３６年を迎えた小学校で図書

ボランティアをして３年目を迎えた。 

札幌市内各小学校で地域住民に学校の図

書の貸出しを行う地域活動の一環として公

開図書がはじまり、私は子供と本が大好き

なので応募した。 

仕事は図書委員の生徒と一緒に図書の貸

し出し返却整理を行う。その他図書の修理

図書室内飾り付け、ＰＴＡのお母さん達と

入学卒業時の御祝いプレゼントの手作り等

沢山ある。昨年から読み聞かせをしている

グループに誘われ、授業前１０分間本や紙

芝居を読む事にチャレンジを始めた。私は

紙芝居、支援学級を希望し、先輩の指導を

頂き紙芝居選びから学んだ。だが子供達を

魅了し笑い声がもらえるのは難かった。 

失敗や色々ハプニングもあったが「サトコ

おばちゃん」「また来てね」の声や、無言で

タッチの手を出してくれる子もいて感動す

る日々だ。地域活動のよさはマンションで

お母さん達からも声をかけて頂ける等 

素晴らしいボランティアに巡りあったと感

謝している。健康でず～と続けたい生きが

いみ～つけたと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
地域活動と生きがい！ 

「笑ヨガ」と「脳トレ」をマンションの集

会室で、住民に１時間程度行っていると聞

き私も参加させて頂きました。 

若い世代、シニア世代、男性も女性も和気

あいと集まり３０名程度で満室でした。 

梶先生の講義は手作り資料を配り、黒板を

有効に使い飽きさせない。新聞記事紹介・ 

音読・歌・クイズ・笑ヨガ等笑声が絶え間

なく起き瞬く間に講義は終りました。談笑

しながら次回を約束し住人は各部屋に去っ

た。もう１度受けたくなる講義でした。 

梶さんは各マンションで楽しい講義をされ

ている。今度はどんな講義か楽しみです。 

 

 

 

 

私が紹介したい地域活動の先輩

～～～ 梶 奏典さま～～～～

～ 
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財団からのお知らせ             

             事務局長  藤村宣之 

  ４月１日から新年度がスタートしますが財団の組織・       

体制も新しくなります。一つは、各地の協議会の代表      

の方々に財団の理事、評議員になってもらうこと。理 

事として健生ふくおかの岡﨑敏郎会長、評議員として 

富山健生の辻哲次会長、東京都連の橋本登会長の就

任が決まりました。そして、これが一番お伝えした

かったことですが、健生北海道の渡邊一栄さんに理

事になって頂くこととなりました。ということで健

生北海道の皆さん、これからますます関係が深くな

りますから、新年度からも引き続き、どうぞよろし

くお願いします。 

【速報】 健康生きがい学会第９回大会「健康生き

がいを支える福祉機器・ロボットの役割～人生 100

年時代を迎えての高齢者の生き方～」が１１月１１

日（日）、大妻女子大学千代田キャンパス（東京都

千代田区）にて開催。 

 

次の方から貴重なカンパがありました。 

 

 ７月 １日 健食塾  ２５００円 

 ９月 ７日 楫さん  ５０００円 

 ９月２０日 一生会  １０７０円 

１１月２２日 一生会   ６７０円 

  １月２４日 話食会  ３０００円 

２月 ２日 健生２０周年記念 DVD×11 人 

       売上げ金 ５５００円 

 

編◆集◆後◆記◆ 

★ 私が発行責任の最終号です。２０年積み重 

ねられた会報ですが、ホームページやインターネ

ット等の拡充による発行意義や間隔を、もう一度

見直して、会報のリセットとなります。 

★アンケートを添付しました。４月１２日木曜午

後に、そのための会議があります。それまでに

FAX・ﾒｰﾙにて、アンケート意見お寄せ下さい。 

★ 不十分ながら「北の灯り」１０号分の発行 

ができ、２０周年も携われ幸運でした。本当に 

感謝と御礼もうしあげます。  (大橋真樹)                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症予防 
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事務所所在地 

〒064-0801 札幌市中央区 

南１条西２８丁目１－６ 

      祐興ビル ３０２号 

 最寄り駅 地下鉄東西線「円山公園駅」 

 電話・FAX 011-211-4416 

  Email :  jimu@kensei-hok.com 

  http;//www.kensei-hok.com 
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